
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 127 号 

令和７年 

10 月６日（月） 

・コミュニティ・スクールの在り方について、改めて考えさせられる機会となった。現状は、報告がメ

インの場となっているが、十分な熟議ができるようにリーダーシップを発揮していきたい。 

・形骸化しつつあるタイミングで見つめ直すことができた。関係の質から、思考、行動、結果の質へと

いう流れは、学校運営にも関わる学びにもなった。 

・働き方改革について、「学校の業務３分類」と照らし合わせながら熟議を行うというのは、非常に価

値が高いと感じました。具体策を交えながらコミュニティ・スクールの意義や今後の方向性につい

て、分かりやすく教えていただき、ありがたく思いました。 

・熟議を進めるうえでどのような点を大切にしていくべきか、心理的な安全性を保ちつつ、楽しく話し合 

いながら考えることができました。本校ではまだ熟議に至るまで話し合いが進められていないので、テ 

ーマを含めて、どのように進めていくか検討していきたいと思いました。 

９月２日（火）、宮古市民文化会館において、令和７年度宮古

地区「地域とともにある学校づくり」推進フォーラムを開催し

ました。全国コミュニティ・スクール連絡協議会顧問の貝ノ瀬

滋氏を講師に迎え、「地域とともにある学校づくり」と「学校を

核とした地域づくり」の本質について、熟議の有用性や東京都

三鷹市の事例についてご紹介いただきました。 

ワークショップでは、「模擬学校運営協議会」と題して、NPO

法人みやっこベース 理事長・早川輝氏が進行役を務めました。

学区ごとでグループを編成し、対話をとおして、今後のコミュ

ニティ・スクール推進に向けた、次の一手を考える時間となり

ました。以下に、参加者の感想の一部を紹介いたします。 

模擬学校運営協議会では、どの参

加者も主体的に交流され、学びを深

めていただきました。 

～訪問支援 活用のすすめ～ 
宮古教育事務所では、「地域と学校の連携に関する訪問支援」を行っております。職員会議や学校行事、

ＰＴＡ懇談会等でも活用でき、地域と学校の連携に関する課題解決につながる支援をいたします。要請に応

じて、オーダーメイドで対応できます。以下に活用例を紹介いたしますので、積極的にご活用ください。 

PTA 役員会（PTA や地域住民を集めた会議等） 

地域学校協働活動の考え方、地域の方々の参画

の在り方について説明いたします。 

CS ポートフォリオに関する情報提供 

 本研修会でもご紹介した CSポートフォリオの概

要の説明や、実施方法や分析まで支援いたします。 

学校運営協議会を開催前の打ち合わせ 

熟議のテーマ設定、他地区の学校運営協議会等

について情報提供をいたします。 

 

「地域と学校の連携」について学ぶ校内研修 

地域人材の活用の仕方、地域学校協働活動の一

体的な推進について説明いたします。  



８月 2７日(水)、宮古地区合同庁舎において、令和７年度「いわての復興教育研修会」を開催しました。

岩泉町立小本小学校、宮古市立崎山中学校の実践発表や、岩手県教育委員会佐々木宏幸課長による講義、

研修者による協議を通して、各校の復興教育の一層の推進につながる研修会となりました。以下、研修者

の感想を紹介します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわての復興教育が目指すのは、「郷土を愛し、その復興・発展を支える人材育成」です。ぜひ、研修会

での学びを実践に落とし込み、各学校の教育活動を通して、３つの教育的価値（いきる・かかわる・そなえ

る）を育てる教育活動の推進を引き続きお願いします。 

○ 実践発表「いわての復興教育推進事業を活用した復興教育の実践」について  

○講義「いわての復興教育の一層の推進に向けて」について 

○協議「各校の復興教育の一層の推進に向けて」について 


